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書書

評永
池
健
二
編
『
梁
塵
秘
抄
詳
解

神
分
編
』

山
岸

公
基

本
書
『
梁
塵
秘
抄
詳
解

神
分
編
』
は
、
編

者
の
主
催
す
る
遊
女
文
化
研
究
会
に
集
う
一
二

名
の
メ
ン
バ
ー
が
、『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
、
四

句
神
歌
の
う
ち
神
分
編
二
四
二
〜
二
七
六
歌
の

全
三
十
五
首
を
分
担
し
て
担
当
し
、
天
理
図
書

館
蔵
本
の
影
印
を
掲
げ
、
翻
刻
、
校
訂
本
文
、

先
行
諸
説
の
要
点
を
示
し
た
う
え
で
語
釈
と
考

察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

評
者
は
従
来
『
梁
塵
秘
抄
』
を
読
む
際
は
架

蔵
の
志
田
延
義
氏
校
注
「
梁
塵
秘
抄
」（『
日
本

古
典
文
学
大
系

和
漢
朗
詠
集
・
梁
塵
秘

73

抄
』）
と
秦
恒
平
氏
『
梁
塵
秘
抄

信
仰
と
愛
欲

の
歌
謡
』
に
よ
っ
て
き
た
。
本
書
の
評
者
と
し

て
あ
ま
り
に
貧
弱
な
蔵
書
だ
が
、
日
本
古
代
・

中
世
美
術
史
（
と
り
わ
け
彫
刻
史
）
を
主
要
研

究
分
野
と

す
る
も
の

の
国
文
学

を
専
門
と
す
る
者
で
な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
で
充

分
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
全
貌
に
触
れ
て
み
よ

う
と
思
う
際
は
前
者
、
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
的
に
主

要
な
歌
に
接
す
る
際
は
後
者
を
参
照
し
て
、
院

政
期
の
美
術
・
美
意
識
と
そ
れ
を
醸
成
し
た
社

会
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

本
書
で
詳
解
の
施
さ
れ
る
神
分
編
三
十
五
首

に
つ
い
て
は
、
秦
氏
が
「
さ
ほ
ど
面
白
い
の
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
く
ら
い
で
、
秦

氏
の
著
作
の
撰
抄
に
撰
ば
れ
る
の
は
八
首
に
過

ぎ
な
い
。
先
行
研
究
を
網
羅
的
に
収
集
・
紹
介

し
て
い
る
本
書
は
研
究
史
の
概
観
に
も
便
利
だ

が
、
そ
れ
は
本
書
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
副
次
的

な
事
柄
で
あ
り
、
一
か
月
余
り
を
要
し
て
本
書

を
通
読
し
た
第
一
印
象
は
、
既
知
観
を
そ
こ
こ

こ
で
打
破
さ
れ
る
小
気
味
よ
い
驚
き
で
あ
っ
た
。

ま
ず
校
訂
本
文
自
体
が
従
来
の
読
み
（
補
注

等
に
お
け
る
言
及
を
含
む
）
と
異
な
る
の
が
、

二
六
九
歌
﹇
難
読
箇
所
「
あ
つ
ら
ひ
め
く
り
」

を
「
阿
律
智
（
陰
陽
道
の
方
角
禁
忌
の
神
）
日

巡
り
（
太
白
神
。
金
星
の
精
）」
と
解
す
る
﹈・

二
七
五
歌（「
為
度
や
衆
生

生
々
示
現
大
明
神
」

を
「
為
度
や
衆
生
故

示
現
大
明
神
」
と
解
す

る
）・
二
七
六
歌
（「
海
路
の
海
に
ぞ
遊
う
た
ま

ふ
」
を
「
鹿
蒜
の
海
に
ぞ
遊
う
た
ま
ふ
」
と
解

す
る
）
で
あ
る
。
殊
に
二
六
九
歌
で
「
あ
つ
ら
」

と
読
ま
れ
て
い
た
語
彙
を
『
簠
簋
内
伝
』
に
所

見
の
あ
る
「
阿
律
智
神
（
す
な
わ
ち
指
神
）」
と

み
な
す
の
は
新
鮮
だ
が
、
そ
の
妥
当
性
は
今
後

の
研
究
に
よ
り
検
証
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
巻
第
二
の
発
見
以
来
百
年
を
超
え
、

佐
佐
木
信
綱
氏
以
来
の
膨
大
な
註
釈
・
研
究
の

蓄
積
が
あ
る
中
に
あ
っ
て
な
お
新
解
が
可
能
で

今
様
に
追
体
験
す
る
院
政
期
の
視
覚
・
聴
覚
・
心
性
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あ
る
こ
と
は
、『
梁
塵
秘
抄
』
の
奥
深
さ
を
物
語

る
と
と
も
に
、
写
本
影
印
に
よ
る
検
討
を
可
能

に
す
る
本
書
の
構
成
（
さ
ら
に
遡
れ
ば
本
書
成

立
の
母
体
と
な
っ
た
遊
女
文
化
研
究
会
の
研
究

態
度
）
の
周
到
さ
に
も
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

語
釈
・
考
察
に
は
分
担
メ
ン
バ
ー
の
研
究
水

準
と
遊
女
文
化
研
究
会
に
お
け
る
切
磋
琢
磨
の

さ
ま
が
窺
え
、
全
体
と
し
て
歌
の
生
み
出
さ
れ

た
時
と
場
を
、
視
覚
・
聴
覚
な
ど
の
感
覚
に
ま

で
及
ん
で
追
体
験
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
看
取

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
二
六
一
歌
で
八
幡
へ
参
ろ

う
と
す
る
者
の
「
淀
の
渡
り
に
舟
う
け
て

迎

へ
た
ま
へ
大
菩
薩
」
と
の
呼
び
か
け
、
流
れ
が

緩
や
か
で
眼
前
に
男
山
を
望
む
こ
と
の
で
き
る

淀
川
の
渡
に
お
い
て
救
い
の
舟
で
迎
え
、
浄
土

へ
の
誘
い
を
願
う
背
後
に
、
石
清
水
八
幡
宮
行

幸
の
際
の
、
迎
講
や
来
迎
図
に
描
き
出
さ
れ
た

よ
う
な
阿
弥
陀
来
迎
の
演
出
の
揺
曳
を
見
、
二

六
七
歌
「
大
梵
天
王
は

中
の
間
に
こ
そ
お
は

し
ま
せ

少
将
婆
利
女
の
御
前
は

西
の
間
に

こ
そ
お
は
し
ま
せ
」
を
「（
祇
園
社
）
本
殿
内
内

陣
の
中
の
間
、
西
の
間
に
祀
ら
れ
た
神
像
の
す

ぐ
そ
ば
に
い
る
よ
う
な
臨
場
感
が
あ
る
。」
と
評

す
る
の
は
、
こ
の
志
向
性
の
視
覚
的
側
面
を
典

型
的
に
示
す
。
い
っ
ぽ
う
二
六
五
歌
で
は
「
金

の
御
嶽
に
あ
る
巫
女
の
打
つ
鼓

打
ち
上
げ
打

ち
下
ろ
し
面
白
や
」
の
、「
打
ち
上
げ
」
は
徐
々

に
早
く
激
し
く
鼓
を
打
つ
こ
と
、「
打
ち
下
ろ
し
」

は
ゆ
っ
く
り
と
し
ず
め
て
い
く
こ
と
で
、
鼓
を

速
く
打
っ
た
り
ゆ
っ
く
り
打
っ
た
り
す
る
こ
と

を
繰
り
返
す
こ
と
と
、
聴
覚
の
具
体
に
及
ん
で

理
解
す
る
と
こ
ろ
に
新
味
が
あ
る
。「
わ
れ
ら
も

参
ら
ば
や
」
を
「
参
詣
し
た
い
」
で
は
な
く
「
鼓

を
打
ち
奉
り
た
い
も
の
だ
」
と
解
釈
す
る
こ
と

に
よ
り
、
聴
者
の
積
極
的
な
関
与
の
姿
勢
も
顕

在
化
し
て
い
る
。

二
七
一
歌
「
宇
治
に
は
神
お
は
す

中
を
ば

菩
薩
お
前
た
ち

橘
小
島
の
あ
だ
ぬ
し

七
宝

蓮
華
は
鴛
鴦
剣
」
に
つ
い
て
、「
神
」
を
宇
治
を

守
護
す
る
地
主
神
＝
宇
治
離
宮
社
の
神
、「
菩
薩

お
前
た
ち
」
を
宇
治
の
聖
な
る
宗
教
空
間
の
中

心
平
等
院
鳳
凰
堂
の
雲
中
供
養
菩
薩
像
や
、
諸

菩
薩
に
扮
し
て
舞
う
「
菩
薩
舞
」
と
と
ら
え
、

と
り
わ
け
「
鴛
鴦
剣
」
を
中
国
語
で
い
う
「
鴛

鴦
剣
」
の
訓
読
み
、
雄
剣
、
雌
剣
の
雌
雄
一
対

の
霊
剣
を
さ
す
と
解
釈
し
て
、
全
体
と
し
て
平

等
院
を
中
心
と
す
る
宇
治
の
宗
教
空
間
、
よ
り

具
体
的
に
は
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
に
、
極

楽
浄
土
の
楼
閣
を
象
っ
た
鳳
凰
堂
を
舞
台
に
行

わ
れ
た
十
種
供
養
を
歌
っ
た
今
様
と
解
す
る
の

が
、
早
く
に
崩
御
さ
れ
た
後
冷
泉
天
皇
へ
の
皇

后
藤
原
寛
子
の
想
い
に
ま
で
及
ん
で
、
目
の
覚

め
る
よ
う
な
鮮
や
か
さ
で
あ
る
。

ま
た
二
七
三
歌
「
住
吉
四
所
の
お
前
に
は

顔
よ
き
女
体
ぞ
お
は
し
ま
す

男
は
誰
ぞ
と
尋

ぬ
れ
ば

松
が
崎
な
る
す
き
男
」
に
お
い
て
は
、

「
顔
よ
き
女
体
」
を
、
住
吉
の
社
前
に
鎮
座
す

る
和
歌
の
神
で
、
身
の
光
が
衣
を
通
し
て
輝
く

ほ
ど
美
し
か
っ
た
「
衣
通
姫
」（
紀
伊
国
弱
浦
、

す
な
わ
ち
和
歌
浦
の
玉
津
島
社
に
祀
ら
れ
る
）、

「
す
き
男
」
を
、
衣
通
姫
を
勧
請
し
神
と
し
て

お
仕
え
す
る
、
殊
に
和
歌
に
深
く
執
着
し
精
通

し
た
住
吉
社
神
主
津
守
国
基
（
勅
撰
集
に
も
入

集
し
、
白
河
院
の
仙
洞
歌
壇
の
メ
ン
バ
ー
で
も

あ
っ
た
）
と
す
る
新
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本

歌
考
察
の
、
住
吉
社
近
傍
東
大
禅
寺
内
に
、「
玉

津
嶋
社
」
と
刻
ま
れ
た
、
津
守
国
基
が
和
歌
浦

か
ら
も
た
ら
し
た
『
国
基
集
』
所
載
の
住
吉
堂

基
壇
葛
石
の
後
身
と
み
ら
れ
る
和
歌
浦
産
青
石

を
見
出
す
く
だ
り
に
は
、
推
理
小
説
の
謎
が
解

け
る
よ
う
な
爽
快
さ
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
津
守

国
基
本
人
を
前
に
歌
い
出
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
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ば
、
こ
の
今
様
は
陰
口
め
く
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
は
じ
め
て
本
歌
に
接
し
た
本
人
の
表
情
や
、

一
座
の
興
ず
る
さ
ま
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
に
も
、
こ
の
新
解
の
抗
し
が
た
い
魅

力
が
あ
る
。

二
四
八
歌
「
関
よ
り
東
の
軍
神

鹿
島
香
取

諏
訪
の
宮

ま
た
比
良
の
明
神

安
房
の
洲
滝

の
口
や
小

熱
田
に
八
剣

伊
勢
に
は

多
度
の
宮
」・
二
四
九
歌
「
関
よ
り
西
な
る
軍
神

一
品
中
山

安
芸
な
る
厳
島

備
中
な
る
吉

備
津
宮

播
磨
に
広
峯
惣
三
所

淡
路
の
石
屋

に
は
住
吉
西
宮
」
は
、
東
日
本
と
西
日
本
の
軍

神
の
神
名
を
単
に
列
挙
す
る
今
様
と
す
る
見
解

が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
本
書
で
は
こ
の
二
首
を

一
対
と
捉
え
、
そ
の
背
景
に
、
東
西
に
分
か
れ

て
対
戦
す
る
神
相
撲
の
傀
儡
戯
を
想
定
す
る
。

軍
神
と
し
て
必
ず
挙
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず
の
八
幡
神
が
現
れ
な
い
理
由
と
し
て
、

石
清
水
八
幡
宮
な
ど
京
周
辺
の
八
幡
の
神
前
で
、

傀
儡
戯
が
行
わ
れ
今
様
が
う
た
わ
れ
た
（
し
た

が
っ
て
八
幡
神
は
神
相
撲
に
出
場
し
な
い
）
可

能
性
を
指
摘
す
る
。
石
清
水
八
幡
宮
で
神
相
撲

の
傀
儡
戯
が
行
わ
れ
た
形
跡
を
確
認
で
き
な
い

と
の
こ
と
（
な
お
九
州
で
は
福
岡
・
八
幡
古
表

神
社
及
び
大
分
・
八
幡
古
要
神
社
に
現
在
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
社
な
ら
び
に
石
清

水
八
幡
宮
の
本
社
で
も
あ
る
大
分
・
宇
佐
八
幡

宮
で
神
相
撲
の
傀
儡
戯
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、

傍
証
史
料
も
あ
り
確
実
視
さ
れ
る
）
だ
が
、
単

な
る
神
名
列
挙
か
ら
転
じ
て
、
相
撲
の
呼
び
出

し
の
よ
う
な
肉
声
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
面

白
い
。

こ
こ
で
国
文
学
を
専
門
と
し
な
い
評
者
の
さ

さ
や
か
な
思
い
付
き
を
申
し
述
べ
る
こ
と
を
お

許
し
い
た
だ
き
た
い
。
二
七
〇
歌
「
一
品
聖
霊

吉
備
津
宮

新
宮
本
宮
内
の
宮

は
や
と
さ
き

北
や
南
の
神
客
人

艮
御
先
は
お
そ
ろ
し
や
」

は
、
中
国
地
方
を
代
表
す
る
古
社
岡
山
・
吉
備

津
神
社
を
歌
っ
た
も
の
だ
が
、
本
歌
で
本
書
も

含
め
従
来
「
か
み
ま
ら
う
と
（
神
客
人
）」
と
読

ま
れ
て
い
た
語
は「
か
と
ま
ら
う
と（
門
客
人
）」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

影
印
に
よ
れ
ば
「
か
み
ま
ら
う
と
」
の
仮
名

「
み
」
は
漢
字
「
三
」
の
草
仮
名
で
片
仮
名
の

「
ミ
」
に
字
形
が
近
く
、「
と
」
の
誤
写
で
あ
る

可
能
性
を
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
語

彙
「
門
客
人
（
か
ど
ま
ろ
う
ど
）」
は
小
学
館
『
日

本
国
語
大
辞
典
』
に
も
項
目
と
し
て
挙
が
っ
て

い
る
（「
か
み
ま
ろ
う
ど
」
は
無
い
）。『
日
本
国

語
大
辞
典
』
の
引
用
例
は
貞
享
二
年
（
一
六
八

五
）
刊
の
『
本
朝
諸
社
一
覧
』
だ
が
、
室
町
時

代
初
め
、
応
永
三
年
（
一
三
九
六
）
の
用
例
が

彫
刻
作
例
の
像
内
銘
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
吉

備
津
神
社
と
同
様
中
国
地
方
所
在
の
古
社
、
岡

山
・
木
山
神
社
神
門
の
阿
形
・
吽
形
二
軀
一
対

の
神
像
の
う
ち
阿
形
像
の
首

内
面
墨
書
銘
で
、

「
門
客
人
二
尊
／
工
人
四
□
小
路
／
大
仏
（
師
）

定
祐
之
作
／
応
永
三
年
／
四
月

日
」
と
記
さ

れ
る
﹇
斉
藤
孝
「
美
作
二
宮
高
野
神
社
門
客
人

神
立
像
―
そ
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
―
」

（『
美
術
史
』
八
九
号
、
一
九
七
五
年
九
月
）。

同
氏
「
神
門
に
祀
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
随
身
像
」

に
つ
い
て
」（『
柴
田
実
先
生
古
稀
記
念

日
本

文
化
史
論
叢
』、
一
九
七
六
年
一
月
）。
な
お
、

斉
藤
氏
も
「
門
客
人
」
を
「
か
ど
ま
ろ
う
ど
」

と
訓
ん
で
い
る
﹈。

木
山
神
社
阿
形
像
が
左
手
で
弓
を
握
り
右
手

で
弦
を
引
い
て
像
の
左
に
矢
を
放
つ
勢
い
を
示

し
、
吽
形
像
が
左
腕
を
片
肌
脱
ぎ
に
し
な
が
ら

弓
を
下
し
右
手
で
矢
を
下
向
き
に
番
え
て
弓
構

え
の
様
を
示
す
の
は
、
銘
記
中
に
「
門
客
人
」
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の
尊
名
が
記
さ
れ
な
い
と
は
い
え
応
保
二
年（
一

一
六
二
）
厳
成
作
在
銘
の
岡
山
・
高
野
神
社
「
随

身
」
像
（
二
軀
一
対
）
と
図
像
的
に
一
致
し
て

お
り
、
斉
藤
論
文
で
の
提
唱
の
よ
う
に
同
一
尊

格
、
ひ
い
て
は
同
一
尊
名
で
あ
る
蓋
然
性
が
大

き
い
﹇
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）・
同
三
年
宗
盛

作
在
銘
の
愛
媛
・
大
山
祇
神
社
守
門
神
像
（
四

軀
二
対
）
の
う
ち
南
方
天
像
像
内
の
当
初
の
銘

記
に
「
守
門
神
」
と
記
さ
れ
、
西
方
天
像
像
内

納
入
の
永
禄
一
三
年
（
一
五
七
〇
）
修
理
銘
札

に
「
門
客
人
」、
西
方
天
像
像
内
の
無
年
紀
の
墨

書
に
「
門
客
人
」・「
か
と
ま
ら
う
と
」
と
明
記

さ
れ
る
こ
と
も
、
中
国
・
瀬
戸
内
地
方
の
近
し

さ
も
相
ま
っ
て
留
意
さ
れ
よ
う
﹈。
応
保
二
年
は

『
梁
塵
秘
抄
』
口
伝
集
巻
第
十
か
ら
編
者
後
白

河
院
（
一
一
二
七
〜
一
一
九
二
）
が
第
二
度
の

熊
野
詣
を
行
う
な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い

た
時
期
で
あ
り
、
吉
備
津
神
社
の
北
や
南
の
神

門
に
も
門
客
人
（
か
ど
ま
ろ
う
ど
）
神
像
が
安

置
さ
れ
て
い
た
、
も
し
く
は
像
は
な
く
と
も
神

域
の
結
界
を
守
る
門
客
人
神
が
勧
請
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
門
客
人
神

は
、
下
に
現
れ
る
艮
御
先
に
準
じ
て
、
吉
備
津

神
社
の
主
神
吉
備
津
彦
命
に
と
っ
て
は
「
御
先

神
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
大
過

な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
畑
違
い
の
評
者
に
上
記

の
読
み
の
変
更
を
提
案
す
る
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
の
は
、
す
べ
て
の
歌
を
写
本
影
印
か
ら
始

め
る
本
書
の
編
集
姿
勢
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
記

し
た
い
。

斉
藤
論
文
で
は
高
野
神
社
「
随
身
」（
＝
門
客

人
神
）
像
の
図
像
（
像
容
）
の
背
後
に
岡
山
県

美
作
地
方
の
固
有
信
仰
を
み
て
と
る
―
斉
藤
氏

は
同
像
の
面
貌
や
細
身
の
身
体
に
「
蛇
神
」
の

示
現
を
直
観
し
、
吉
備
氏
族
の
勢
力
発
展
が
著

し
い
が
元
来
は
出
雲
系
氏
族
の
世
界
で
あ
っ
た

美
作
地
方
に
お
け
る
、
地
元
民
の
神
の
イ
メ
ー

ジ
の
具
象
化
と
み
な
す
―
が
、
前
提
と
し
て
吉

備
津
神
社
や
大
山
祇
神
社
を
も
射
程
に
含
め
た

門
客
人
神
信
仰
の
総
合
的
解
明
が
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
編
者
が
着
目
す
る
「
神

の
御
先
（
み
さ
き
）」（
神
の
御
幸
を
先
導
す
る

前
駆
神
）
の
全
容
の
把
捉
が
急
務
と
な
る
。

柳
田
國
男
氏
は
夙
に
『
石
神
問
答
』（
一
九
一

〇
年
）
で
「
石
神
（
シ
ャ
グ
ジ
）」
等
と
な
ら
ん

で
「
御
前
（
ミ
サ
キ
）
神
」
に
も
言
及
し
、
晩

年
に
は
「
み
さ
き
神
考
」（
一
九
五
五
年
）
を
著

し
て
、
神
の
遣
わ
し
め
と
し
て
の
動
物
や
、
非

業
の
死
を
遂
げ
て
祀
り
手
も
な
く
祟
り
を
な
す

凶
魂
へ
の
尽
き
せ
ぬ
関
心
を
示
し
た
。
柳
田
國

男
研
究
者
と
し
て
も
精
力
的
な
活
動
を
展
開
す

る
編
者
が
『
梁
塵
秘
抄
』
の
語
彙
「
御
先
」
に

着
目
す
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
国

文
学
は
も
と
よ
り
、
国
文
学
の
守
備
範
囲
の
み

に
留
ま
ら
な
い
広
範
で
多
岐
に
わ
た
る
示
唆
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
句
神
歌
の
う
ち
「
御
先
」
が
歌
わ
れ
る
の

は
、
二
七
〇
歌
の
ほ
か
二
四
五
歌
「
神
の
御
先

の
現
ず
る
は

早
尾
よ
山
長
行
事
の
高
の
御
子

牛
の
御
子

王
城
響
か
い
た
う
め
る
鬢
頬
結

ひ
の
一
童
や

い
ち
ゐ
さ
り

八
幡
に
松
童
善

神

こ
こ
に
は
荒
夷
」、
及
び
二
五
二
歌
「
貴
船

の
内
外
座
は

山
尾
よ
川
尾
よ
奥
深
吸
葛

白

石
白
鬚
白
専
女

黒
尾
の
御
先
は

あ
は
れ
内

外
座
や
」
で
、
三
首
と
も
秦
氏
の
著
作
に
は
取

り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
一
読
し
て
「
さ
ほ
ど
面

白
く
な
い
」
と
評
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
歌
に
籠
め

ら
れ
た
願
意
（
も
し
く
は
、
畏
れ
）
を
、
編
者

や
遊
女
文
化
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
丹
念
に
読

み
解
い
て
ゆ
く
。二
四
五
歌
の
早
尾
、山
長（『
耀

天
記
』
に
よ
れ
ば
本
地
仏
は
勢
多
伽
＝
制

迦

童
子
）、（
大
）
行
事
、
高
の
御
子
、
牛
の
御
子
、
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一
童
（『
日
吉
山
王
権
現
知
新
記
』
に
よ
れ
ば
本

地
仏
は
矜
迦
羅
＝
矜
羯
羅
童
子
）
は
、
い
ず
れ

も
日
吉
山
王
信
仰
の
根
本
と
な
る
上
七
社
の
有

力
な
神
で
は
な
く
格
下
の
神
で
あ
り
な
が
ら
、

悪
神
・
呪
詛
神
と
し
て
の
霊
威
を
発
動
さ
せ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
二
五
二
歌
の
山
尾
、
川
尾
、

奥
深
、
吸
葛
は
、
本
社
の
貴
布
禰
（
＝
貴
船
）

神
と
な
ら
ん
で
、
一
二
世
紀
後
半
〜
一
三
世
紀

初
の
『
覚
禅
鈔
』
六
字
経
法
に
「
呪
咀
神
」
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
ミ
サ
キ
神
」

は
、
院
政
期
の
京
中
の
衆
庶
の
心
胆
を
寒
か
ら

し
め
る
畏
怖
す
べ
き
霊
神
だ
っ
た
こ
と
が
輪
郭

づ
け
ら
れ
て
く
る
。

真
言
僧
慧
鏡
が
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に

作
っ
た
と
さ
れ
る
『
丑
日
講
式
』
に
は
、
貴
船

神
を
は
じ
め
二
五
二
歌
に
あ
ら
わ
れ
る
山
尾
、

川
尾
、
白
石
、
白
鬚
、
黒
尾
が
丑
に
ま
つ
わ
る

神
と
し
て
列
挙
さ
れ
、
丑
の
日
ご
と
に
歩
み
を

こ
の
霊
社
に
運
び
、
丑
の
時
ご
と
に
誠
を
こ
の

神
宮
に
致
す
こ
と
が
促
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

貴
船
と
丑
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
牛
を
阿

弥
陀
の
権
跡
、
大
威
徳
明
王
の
使
者
と
す
る
と

と
も
に
、「
薬
師
如
来
の
眷
属
、
招
杜
羅
大
将
の

応
化
な
り
。
彼
の
大
将
は
、
即
ち
不
動
尊
の
等

流
身
な
り
。
彼
の
明
王
は
、
ま
た
貴
布
禰
の
御

本
身
な
り
。
故
に
丑
の
日
、
丑
の
時
を
以
て
縁

日
縁
時
と
為
す
も
の
か
」
と
、
院
政
期
に
広
範

に
流
布
し
た
神
仏
習
合
・
本
地
垂
迹
説
を
用
い

て
、
十
二
神
将
中
の
招
杜
羅
大
将
が
実
は
貴
船

の
本
地
不
動
明
王
の
等
流
身
で
あ
る
と
み
な
し

て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

十
二
神
将
は
薬
師
如
来
の
分
身
で
あ
る
と
と

も
に
眷
属
で
、
い
わ
ば
薬
師
如
来
の
「
ミ
サ
キ

神
」
で
あ
り
、
日
吉
山
王
社
の
山
長
、
一
童
の

本
地
と
さ
れ
る
制

迦
童
子
、
矜
羯
羅
童
子
も
、

不
動
明
王
の
分
身
か
つ
眷
属
で
不
動
明
王
の「
ミ

サ
キ
神
」
と
み
て
よ
い
。
日
吉
山
王
社
、
貴
船

神
の
御
先
神
の
本
地
が
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
仏

教
の
「
ミ
サ
キ
神
」
に
当
る
尊
格
に
限
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
上
記
の
等
値
関
係
を
考
慮

に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
院
政
期
や
そ
れ
以
降

の
神
像
・
仏
像
の
図
像
を
考
察
す
る
際
の
新
た

な
視
座
が
得
ら
れ
る
。

高
野
神
社
・
木
山
神
社
門
客
人
神
像
の
う
ち

阿
形
像
が
、
左
手
で
弓
を
握
り
右
手
で
弦
を
引

い
て
像
の
左
に
矢
を
放
つ
勢
い
を
示
す
の
は
、

高
野
神
社
像
と
同
じ
平
安
時
代
後
期
（
一
一
〜

一
二
世
紀
）
の
作
で
あ
る
奈
良
・
東
大
寺
十
二

神
将
立
像
の
う
ち
未
神
像
と
、
吽
形
像
が
弓
を

下
し
右
手
で
矢
を
下
向
き
に
番
え
て
弓
構
え
の

様
を
示
す
の
は
、
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
円

勢
・
長
円
作
の
京
都
・
仁
和
寺
薬
師
如
来
坐
像

台
座
側
面
十
二
神
将
像
の
う
ち
右
中
央
像
や
、

鎌
倉
時
代
初
期
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
〜
一
一

九
九
）
の
作
と
み
ら
れ
る
神
奈
川
・
曹
源
寺
十

二
神
将
立
像
の
う
ち
伝
申
神
像
（
実
は
未
神
像

か
）
と
体
勢
が
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
前
期
以
降
京
都
・
浄
瑠
璃

寺
旧
蔵
十
二
神
将
立
像
﹇
安
貞
二
年
（
一
二
二

八
）
頃
か
﹈
の
う
ち
午
神
像
の
よ
う
に
、
左
手

で
地
に
棒
を
突
き
右
肘
を
左
手
に
も
た
せ
て
頬

を
突
く
像
容
の
十
二
神
将
像
が
出
現
す
る
が
、

こ
の
ポ
ー
ズ
は
制

迦
童
子
像
図
像
の
転
用
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
﹇
山
本
勉
・
浅
見
龍

介「
室
生
寺
金
堂
十
二
神
将
像
考
」（『M

U
SEU

M

』

五
七
一
号
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）﹈。
十
二
神
将

の
よ
う
な
多
数
尊
像
に
像
容
の
変
化
を
求
め
て

行
わ
れ
た
と
み
な
さ
れ
が
ち
な
こ
の
種
の
転
用

の
背
後
に
、
十
二
神
将
も
制

迦
童
子
も
仏
教

界
の
「
ミ
サ
キ
神
」
と
し
て
同
列
に
と
ら
え
る

院
政
期
の
人
々
の
心
性
を
見
て
と
る
こ
と
も
可

能
か
と
評
者
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
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本
書
に
接
し
た
余
慶
で
あ
る
。

前
代
ま
で
に
既
に
造
立
さ
れ
信
仰
を
集
め
て

い
た
薬
師
如
来
像
に
附
属
し
て
十
二
神
将
像
を

造
立
す
る
こ
と
が
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。ま
た
平
安
時
代
前
・

中
期
に
は
独
尊
作
例
し
か
遺
ら
な
い
不
動
明
王

像
に
、
平
安
時
代
後
期
と
り
わ
け
院
政
期
以
降
、

制

迦
・
矜
羯
羅
の
二
童
子
を
脇
侍
と
し
て
造

立
す
る
例
が
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
仏
像
造

立
に
お
け
る
大
局
的
現
象
の
背
後
に
も
、
仏
教

の
「
ミ
サ
キ
神
」
と
し
て
の
十
二
神
将
、
制

迦
・
矜
羯
羅
童
子
と
い
っ
た
尊
格
へ
の
信
仰
と

畏
怖
の
高
ま
り
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
み
な
せ

な
い
だ
ろ
う
か
。
編
者
の
言
葉
を
お
借
り
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
国
文
学
、
神
道
史
学
、
宗
教

史
学
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
院
政
期
の
美
術
、

そ
し
て
広
く
文
化
や
社
会
、
民
衆
の
信
仰
世
界

に
興
味
と
関
心
を
抱
く
多
く
の
方
々
に
、
本
書

の
腰
を
据
え
て
の
閲
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

〔
Ａ

判
・
三
八
九
頁
・
八
木
書
店
・
二
〇
一

５

七
年
八
月
刊
〕（

本
学
美
術
教
育
講
座
教
授
・

日
本
東
洋
美
術
史
）
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